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0. はじめに
ブラジルのポルトガル語は、ポルトガルのポルトガル語と比べ比較的単純な体系の
tratamento(以下対称詞1)を持つと言われている。その一つの特徴として、ポルトガルでは一般的
である二人称代名詞 tu がブラジル最北部と最南部を除いて用いられなくなったことが挙げられ
るという。しかし、該当地域以外でも tu の使用が文法的に誤用の形、つまり動詞が規範文法で
規定された活用語尾を伴わない形で確認することができた。そこで、本稿ではブラジルにおける
代名詞 tu の出現条件を明らかにすることを目的とし、アンケート調査を用い対称詞選択傾向分
析及び代名詞 tu に対する意識調査を行った。なお、本文中のグロス、和訳、例文番号、図表番
号は特に断りのない限りすべて筆者によるものである。 
1. 対称詞について
この節では、卒業論文中では鈴木(1973)、Brown & Gilman(1968)、Takeda et al.(2010)、黒沢(1992)、
Ilari et al.(1996)を取り上げた。本稿においては紙幅の都合上、ポルトガル語における対称詞につ
いて特に重要なTakeda et al.(2010)、黒沢(1992)、Ilari et al.(1996)のみを取り上げる。 
1.1. Takeda et al.(2010) 
 Takeda et al.(2010)は、日本人のポルトガル語学習者のために書かれた入門学習書である。ここ
では、主語代名詞について説明する際にブラジルとポルトガルにおける対称詞の違いについて触
れている。まず、ポルトガル語の主語代名詞を体系的に示した表が以下の表 2である。なお、本
発表の研究対象である対称詞は表中の網掛け部分である。 
表 1：ポルトガル語の主語代名詞 
文法的人称 単数 複数 文法的機能 
1人称 eu nós 話し手 
2人称 tu vós 
聞き手 
3人称 
você vocês 
o senhor os senhores 
a senhora as senhoras 
ele eles 
第三者 
ela elas 
1 tratamentoは英語の treatmentにあたる言葉で、黒沢(1992)の「呼称」や松尾(1970)の「待遇」など、研究者によ 
り呼び方が異なるが、本発表では河野(1978)に倣い全て「対称詞」として統一した。 
(Takeda et al. 2010: 3の表を基に発表者作成) 
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これら対称詞のうち、ブラジルでは基本的に親称に você、敬称に o senhor/ a senhoraを用い、
ポルトガルでは tuを親称、o senhor/ a senhoraを敬称としている。ポルトガルでも vocêは中
間称として文法上存在しているが、現代ではほぼ用いられない。 
1.2. 黒沢(1992) 
 黒沢(1992)は、ブラジル・ポルトガル語の対称詞において、「tu は、ブラジル最北部と最南部
を除いて用いられない」としている。 
1.3. Ilari et al.(1996) 
 Ilari et al.(1996)は、ポルトガル語の口語における人称代名詞について詳しく分析した研究であ
る。ブラジルのポルトガル語においても代名詞 tu が地域的に存続しているという例を、自身の
研究に使用しているNURCプロジェクト2のコーパスより確認している。主にポルト・アレグレ
から得られたその例の中から、本発表では、代名詞 tu が二人称動詞を伴っている文を 1 例、三
人称動詞を伴っている文を 1例、聞き取りのみでは判断に欠けるため記録による転写に準じた文
を 1例、以下に引用する。なお、例文番号は本発表の形式に従い適宜修正した。 
(1)tu entras na galeria (...) 
PRON.2SG.NOM enter.2SG.PRS in. the  gallery 
「君はその画廊に入る」 
(2)tu vai atrás disso. 
PRON.2SG.NOM go.3SG.PRS after of.it 
「君はその後を追いかけなよ」 
(3)Maria, tu que(res) dizer alguma coisa? 
Maria PRON.2SG.NOM want.2?3?SG.PRS say.INF something 
「マリア、何か言いたいのかい？」 
 Ilari et al.(1996: 92)はこれらの例文を用いブラジルにおける代名詞 tuの地域的使用の基本に触
れている。これより、本来二人称動詞と共に用いられるはずの代名詞 tu が実際に三人称動詞を
も伴うことも確認できた。 
2 NURCプロジェクト(O Projeto de Estudo da Norma Linguística Urbana Culta no Brasil: ブラジルにおける都市言語
規範の研究プロジェクト)は、口頭コミュニケーションにおいて使われる実際の規範を記述することを目的として
おり、データは高等教育学歴をもつ社会層の話者のものを採用している。1969年より始まり、現在はレシフェ(RE)、
サルバドール(SSA)、リオ・デ・ジャネイロ(RJ)、サン・パウロ(SP)、ポルト・アレグレ(POA)まで広がっている。
同プロジェクトは、これら 5つの都市で連携して同様の方法論でデータを収集しており、インフォーマントは二
つの性別、三つの年齢層(25-35歳、36-55歳、56歳以上)、そして研究対象都市で生まれている(最低でも人生の四
分の三を滞在している)という条件のもと調査が行われている。各都市のコーパスは三つの異なるテキストカテゴ
リ (ー改まった言葉遣い(EF)、インフォーマントと記録係間の談話(DID)、二人のインフォーマント間の談話(D2))
からなる。このコーパスは全都市の合計 1870件の録音調査を有する。(以上、
https://twiki.ufba.br/twiki/bin/view/Alib/AlibNurcより発表者抜粋和訳。なお、このHPはブラジル言語地図プロジェ
クト(Projeto Atlas Linguístico do Brasil)の全国委員会の運営による。) 
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2. 先行研究
この節では、Oliveira e Silva(1974)、Paredes Silva(2003)、Sette(1980)、Soares(1980)、Hausen(2000)、
Lorengian-Penkal(2004)、Lucca(2005)を基に、ブラジルのいくつかの主要都市における tu の使用
についての諸研究をまとめた。本発表においては紙幅の都合上、まとめのみ取り上げる。 
 なお、各州名のカタカナ表記は駐日ブラジル大使館が公式HPに掲げているものに倣った。以
下の図 1にあげたブラジル地図上の州名略語については注釈3を参照されたい。 
リオ・デ・ジャネイロ州 (地図上RJ) 
・ 対等な相手には você、目下の者には você/ tu、目上の者には o senhorがそれぞれ用いられる。
・ リオ・デ・ジャネイロ州を含む南東部地域では男性の方が女性より tuを用いる。
ペルナンブーコ州 (地図上 PE)
・ 家庭環境では、両親には o senhor/ a senhora/ você、
兄弟にはvocêに加え tuを同じように用いる場合も
多い。
・ 職場環境では、上司は相手の年齢に応じて você/ o
senhorから選択、部下から上司には o senhorのみが
用いられる。
・ 男性に対して対称詞を選択する際と、女性に対し
て選択する際を比べると、女性への方が年齢の重
要度が高い。
セアラー州 (地図上CE) 
・ 非対等関係では、目下の者は você/ o senhorから、
目上の者は tu/ vocêから親密度により選択する。
・ 対等関係では、tu/ você/ o senhorを親密度により選
択する。互いに非常に親密な場合は tu と você
を分け隔てなく用いる。
サンタ・カタリーナ州／リオ・グランデ・ド・スール州 (地図上 SC/ RS) 
・ サンタ・カタリーナ州含む南部地域では女性の方が男性よりも tuを用いる。
・ 男性間では tu/ vocêのバリエーションは、女性に比べより釣り合いよく使用されている。
・ 若い世代の方がより tuを用いる。
パラナー州 (地図上 PR)
・ você の使用が絶対的である。もしこれが正しければ、「tu は南部地域で用いられる」という
指摘は誤りではないかと考えられる。
連邦区 (地図上DF) 
・ tu の方が você より用いられる。建設当初に移り住んだ人口の大半が北東部出身の者である
3 以下州名略語一覧(アルファベット順)。ACアクレ州、ALアラゴーアス州、AMアマゾナス州、APアマパ州、
BAバイーア州、CEセアラー州、DF連邦区、ESエスピリト・サント州、GOゴイアース州、MAマランニョン
州、MGミナス・ジェライス州、MSマット・グロッソ・ド・スール州、MTマット・グロッソ州、PAパラー州、
PBパライーバ州、PEペルナンブッコ州、PIピアウィー州、PRパラナー州、RJリオ・デ・ジャネイロ州、RNリ
オ・グランデ・ド・ノルテ州、ROロンドーニア州、RRロライマ州、RSリオ・グランデ・ド・スール州、SEセ
ルジッペ州、SPサン・パウロ州、TOトカンチンス州 
図 1：ブラジル地図(地図上アルファベットは州名略語) 
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ためであると考えられる。 
・ 男性の方が相手との連帯感を示すためより tuを用いる。
更に、先行研究から読み取れた、対称詞選択において重要となるファクターとして考えられるも
のを以下に列挙する。 
・ 話し手の地域
・ 話し手の性別
・ 話し手の年齢層
・ 話し相手との関係性(親密性)
・ 話し相手の年齢層(年下/同年代/年上)
・ 話し相手の性別
3. 調査
本研究では、2015 年現在のブラジル国内での対称詞の選択傾向調査、及び代名詞 tu に対して
の意識調査を行った。以下 3.1.節にて調査方法、3.2.節でその結果を記す。 
3.1. 調査方法 
 調査にはインターネット上でのアンケート調査を採用した。アンケート本体はGoogle Inc.の
提供するサービスである Google フォーム(https://docs.google.com/forms/)で作成し、ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス(SNS)、Facebook にて 2015 年 12 月 2 日に公開した。 
2.節で先行研究をまとめた際に確認した、対称詞選択において重要と考えられるファクター、
すなわち話し手の地域、話し手の性別、話し手の年齢層、話し相手との関係性(親密性)、話し相
手の年齢層(年下/同年代/年上)、話し相手の性別が、実際の選択にどう関わるか、そして代名詞
tu に対してどのような印象を持っているかを知るために、以下の大きく三つから成る質問表を用
意した。 
[1] 回答者の基本データ(性別、生年、出生地、言語形成期の居住地、現在の居住地)を問うも
の。 
[2] あらかじめ設定したそれぞれの場面4において、対称詞 Tu、Cê5、Você、O senhor/ A senhora、
もしくは複数の対称詞を区別をつけずに使う、という 5 つの選択肢の中から一つずつ選択しても
らうもの(質問 1〜3)。なお、区別をつけずに使うという回答者には別途、どの対称詞との間で行
うかという質問を用意した(質問 4)。 
[3] tu を使う人はどのような会話の中で用いるのか、そして使用・不使用は別に、tu に対して
それぞれどのような印象を持っているのかを、選択及び記述で答えてもらうもの(質問
5,6)。 
3.2. 調査結果 
アンケートデータは 2015 年 12 月 2 日から 12 月 31 日までの約一か月の間で集まった計 95
4 家庭環境で父親(・母親・兄弟)が相手の場合、公共の場で親友(・友人・知人・知らない人)が相手の場合、職場
環境で部下(・同期・上司)が相手の場合、と大きく三場面に分けている。なお、親友・友人・知人・知らない人
は相手の性別と年齢層を替え全 20通り分尋ねた(図 2参照)。 
5 vocêの変異体。tuを親密性の表現として用いない人が親密性をどう表現するか知るために本調査では採用した。 
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名の回答者から採取した。 
3.2.1. 対称詞選択傾向 
 アンケートの内、指定の場面・相手に対しての対称詞選択傾向を尋ねた質問 1〜3 及び 4 に対
する回答の総データをグラフ化したものが次の図 2 である。 
図 2：対称詞選択傾向の回答総データグラフ 
 以上からブラジル全体の傾向としては、ほぼどの相手に対しても幅広く用いることができる
vocêを選択するが、自分よりも年上の相手には敬称の o senhor/a senhoraを選択する人が増加する
ことが分かる。かつ、親密度が少なければ少ないほど、その傾向が飛躍的に上がることから、つ
まり、年齢＜親密度の関係でファクターが選択に関わるようだ。一方、親称として用いられる tu
と cê は全体としてはほぼ同様の結果を見せた。なお、相手の性別による差はブラジル全体とし
ては特に見受けられなかった。 
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 このデータを基に、回答者の地域別6、性別、年齢層別でそれぞれ対称詞選択傾向を分析した。
以下に実際に調査に用いた各回答データ数を表で示す。 
表 2：地域別回答データ数 
北部 北東部 南東部 南部 中西部 
AM PE MG RJ SP PR RS GO MS 
1 1 4 50 15 9 9 1 1 
表 3：性別回答データ数 
男性 女性 
35 60 
表 4：年齢層別回答データ数 
1940年代生 1950年代生 1960年代生 1970年代生 1980年代生 1990年代生 
1 7 11 3 25 48 
 先の 2.節で、対称詞選択において重要となるファクターと考えられるものに話し手の地域、話
し手の性別、話し手の年齢層、話し相手との関係性(親密性)、話し相手の年齢層(年下/同年代/年
上)、話し相手の性別の 6 つを挙げた。これらが実際の選択にどう関わるかを調査した結果、全
体の傾向として 6つのファクターは次のように対称詞選択に関わっていた。 
話し手の地域＞話し相手との関係性≧話し相手の年齢層＞話し手の年齢層＞話し手
の性別＞話し相手の性別 
話し手の地域：予想通り一番密接に選択と絡んでおり、問題としている対称詞 tuの使用は北部・
南部(パラナー州除く)・南東部(リオ・デ・ジャネイロ州のみ)で確認された。 
話し相手との関係性：親密度によるもので、これが低ければ低いほど敬称である o senhor/ a 
senhoraの選択傾向が増加する傾向はほぼ全データで見られた。 
話し相手の年齢層：自分よりも年上の相手には敬称 o senhor/ a senhoraを選択する確率が高い。
また、多くの回答者が同年代に対して最も親しい対称詞を選択していた。 
話し手の年齢層：高年層の方がより敬意の高い対称詞を選択する傾向にあった。 
6 地域区分は駐日ブラジル大使館が公式HPに掲げているものに倣った。以下を参照されたい。 
北部(アマゾナス州/AM、パラー州/PA、アクレ州/AC、ロンドーニア州/RO、ロライマ州/RR、アマパ州/AP、トカ
ンチンス州/TO) 
北東部(マランニョン州/MA、ピアウィー州/PI、パライーバ州/PB、ペルナンブッコ州/PE、バイーア州/BA、アラ
ゴーアス州/AL、セルジッペ州/SE、リオ・グランデ・ド・ノルテ州/RN、セアラー州/CE) 
南東部(リオ・デ・ジャネイロ州/RJ、サン・パウロ州/SP、ミナス・ジェライス州/MG、エスピリト・サント州/ES) 
南部(パラナー州/PR、サンタ・カタリーナ州/SC、リオ・グランデ・ド・スール州/RS) 
中西部(マット・グロッソ州/MT、マット・グロッソ・ド・スール州/MS、ゴイアース州/GO、連邦区/DF)  
182
ブラジルポルトガル語の対称詞について 
話し手の性別：男性の方が女性よりも親称を使用する傾向が確認できた。 
話し相手の性別：異性に対してやや距離のある対称詞を選択する傾向が見られた。 
3.2.2. 対称詞 tu に対する意識調査 
 ここでは、アンケートの内、tu はどのような会話の中で用いているのか、また、tu に対してそ
れぞれどのような印象を持っているのかを尋ねた質問 5 及び質問 6 の回答を基に、ブラジル国民
のもつ対称詞 tu に対する意識をまとめた。 
 まず、対称詞 tu の使用場面を尋ねた質問 5 に回答を残した者は全 95 名のうち 23 名だった。
結果、皮肉・冗談で用いると答えた回答者が一番多く、次点でくだけた会話が続いた。 
 次に、対称詞 tu に対して持つ印象について尋ねた質問 6 に回答したのは全 95 名の回答者の内
83 名であった。結果、多くの人が持っている対称詞 tu の印象は、「地域的」で「親密」かつ「く
だけた」表現であることが分かった。また、州別で見ると以下の特徴が見られた。 
・ tuを主に使用するリオ・グランデ・ド・スール州は、「親密」「普通」に回答が集中した。
・ 全く tuを使用しないサン・パウロ州やパラナー州の回答は、「地域的」が最も多く、次点で
「失礼」が続いた。
・ 一部が tu を用いるリオ・デ・ジャネイロ州の回答は、年齢層がより高い回答者からは「失
礼」、より若い回答者からは「親密」が多数であった。更に、若年層の回答者のうちの 1 名
が「再ブームを起こしている」との回答を残しており、このことから、リオ・デ・ジャネイ
ロ州では若年層を中心に特に近年 tu を親密な対称詞として使い出しているという可能性が
うかがえた。
4. おわりに
本稿ではアンケート調査を通して、ファクター別の対称詞選択傾向分析及び対称詞 tu に対す
る意識調査を行った。その結果は概ね先行研究通りではあったが、複数の地域を同様の方法で調
査したことでより詳細かつ整理されたデータを得ることができた。 
 しかし本研究では、意識調査にとどまり実態調査は叶わなかった。今回得たデータはあくまで
も回答者個人の意識上でのものであるため、実際に日常でどう用いているかを表すものではない。
より本来に近いデータを得るため、今後は先行研究の多くで行われていたような実際の自然な会
話の録音データを分析できると望ましい。 
 また、アンケート調査に関しては準備段階での知識不足により、回答者を混乱させるような質
問構成になってしまったり、それにより自分が分析する際に苦労したりと、上手く作成すること
ができなかった。更に、今回は質問が不完全ながらも幸い多くの回答者の協力を得ることができ
たが、地域差・年代差・性差でデータ数に偏りが出来てしまったこともやはり大きな問題点であ
る。次にアンケート調査をする際には、今回の反省点を生かしよりよいデータを得たい。 
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略号一覧 
1: first person 一人称/ 2: second person 二人称/ 3: third person 三人称/ DET: determiner 指示詞/ NEG: negative 否
定詞/ PREP: preposition 前置詞/ PRS: present 現在形/ PRON: pronoun 代名詞/ REFL: reflexive 再帰/ SG: singular 単
数形  
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